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れている。その審査の中心に据えられているのが，SSCI（social science citation index）,TSSCI（Taiwan 














ジ研ワールド・トレンド』No.178  7月号。 
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【問】謝さんは，これまでに 4 冊の単著（①～④ 4）と 2 冊の編著を出版されています。
ご自身の著書執筆の経験をお聞かせください。 








                                                   
4 ①Shieh, Gwo-Shyong, 1992, "Boss" Island： The Subcontracting Network and Micro-Entrepreneurship in Taiwan's 
Development, New York: Peter Lang. ②謝國雄[1997]『純勞動：台灣勞動體制諸論』，中央研究院社會學研究
所籌備處。③謝國雄[2003]『茶鄉社會誌：工資、政府與整體社會範疇』，中央研究院社會學研究所，④謝國
雄[2013]『港都百工圖：商品拜物教之實踐與逆轉』（All Walks of Life: When Workers of Kaohsiung City 
Encountered Commodity Fetishism)，中央研究院社會學研究所。 
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Sociological Imagination[1959]，Michael Burawoyの Manufacturing Consensus:Changes in the Labor 








ことは難しいでしょう。例えば，経済社会学の領域では Granovetterの “Economic Action and Social 
Structure: The Problem of Embeddedness”[1985]という非常に重要な論文がありますね。でも，同じ
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くの新しい発見をしました。その成果は，SSCI対象ジャーナルである Journal of Contemporary Asia, 














































































トをもたらした優れた編著書籍がいくつも出ています。Evans, Rueschemeyer, Skocpol eds.[1985], 
Bringing the Sate Back in, Migdal, Kohli and Shue eds.[1994] State Power and Social Forcesや，Kitschelt, 
























私は，大学で英文学を学び，団体職員として勤めたあと，ニューヨークの New School for Social 

















































































































































































http://www.ide.go.jp  Copyright (C) JETRO. All rights reserved. 
 
17 
分かる。研究者は，本と論文の間で二者択一をするまでもなく，一つ一つの研究の性格にマッチ
した媒体を選べばよいのである。 
だが，台湾の現実はそのような柔軟な選択を許さない。就職，テニュアの獲得，昇進，研究資
金の獲得といったあらゆる局面で，雑誌論文（より具体的には SSCI,TSSCI対象ジャーナル）の刊
行篇数が問われ，単著の刊行や共著書籍の分担執筆への意欲は著しく挫かれている。 
このような台湾の雑誌論文偏重主義の背景の一因として考えられるのが，限られた学術資源（大
学・研究機関のポスト，研究資金）をめぐる研究者間の競争の激しさだろう。厳しい競争が，評
価基準の計量可能性，比較可能性といった「わかりやすさ」を要請し，これが指標化になじみや
すい論文の篇数至上主義を生み出している。今回話を聞いた 3 人に限らず，台湾の社会学関係者
らは一様にその弊害を認識している。また，限定的ながらも，評価基準の多様化に向けた改革も
始まっているという。しかし，強固に制度化された現行システムを改めるのは容易ではない。 
台湾に限らず，日本を含む東アジアの人文・社会科学の学術界では，計量可能，比較可能な基
準に基づく競争主義が急速に広がっている。だが，社会科学においては，テーマやアプローチの
多様性や独創性こそが重要な価値である。学界の流行や支配的なアプローチとは遠くはなれた，
一見周辺的に見える領域からこそ，しばしば新しい視角，新しいアジェンダが生まれうる。短期
の競争主義がもつ「分かりやすさ」の誘惑にとらわれず，多様なテーマが多様なアプローチから
分析される自由闊達な「草地」（劉鈐佑氏の言葉）をいかに作り出せるのか。社会科学に関わる者
の知恵が問われている。 
 
